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一
一
八

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に

つ
い
て

-
特

に

『
釈
摩
詞
術
論
』

と

の
関
係

を
中
心
と

し
て
-

中

村

正

文

一

馬
鳴
菩
薩
造

・
真
諦
三
蔵
訳
と
し
て
伝
え
ら

れ

て

い

る

『
大
宗
地

玄
文
本
論
』
(後
、
玄
文
本
論
と
略
称
)
は
、
旧
訳

『
大
乗
起
信
論
』
(後
、

起
信
論
と
略
称
)
の
序

の
成
立
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
さ
れ

て
き

て

い

る
。
そ

の

『
玄
文
本
論
』
が
経
論
中
に
は
じ
め
て
引
用
さ
れ
る
の
が
、

龍
樹
菩
薩
造
、
筏
提
摩
多
三
蔵
訳
出
な
る

『
釈
摩
詞
術
論
』
(後
、
釈
論

と
略
称
)
中
に
お
い
て
で
あ
る
。
『釈
論
』
は
御
承
知
の
よ
う
に

『起
信

論
』
の
註
釈
書

の
中
で
も
特
殊
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

『玄
文
本
論
』
が

『釈
論
』
に
引
用
さ
れ
る
の
は
本
覚
と
無
明
の
交

渉
を
の
べ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
で
あ
る
。
本
覚
と
無
明
に
つ
い
て

『
釈

(1
)

論
』
は
自
宗
決
定
義
と
引
摂
決
定
義
に
よ

っ
て
論
証
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
中
、

『
玄
文
本
論
』
は
自
宗
決
定
の
典
拠
と
さ
れ
、
本
覚
と
無

明

が
唯

一
体

に
し
て
同

一
相
続
す
る
こ
と
を
明
す
。

こ
れ
に
対
し
て

『起

信
論
』
は
引
摂
決
定

の
典
拠
と
さ
れ
、
差
別
相
続
は
主
に
無
明
に
つ
い

て
い
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
自
宗
決
定
で
い
う

一
無
明
説
に
対
す

る
多
無

明
説
で
あ
る
。
『釈
論
』
中
に
は
自
宗
決
定

・
引
摂
決
定

の
二
義

が

い

つ
れ
も
馬
鳴
菩
薩

の
思
想
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
す
で
に

報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

『
釈
論
』

に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
玄
文
本
論
』

は
ど
う
し
た
理
由
か
、
現
行
本
の

『
玄
文
本
論
』
に
見
い
出
す

こ
と
は

で
き
な
い
。
更

に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、

『
玄
文
本
論
』

の
具
有
す
る

概
念
と
し
て

『
釈
論
』
が
取
り
挙
げ
る
同

一
相
続
と
い
う
思
想
を
窺
う

こ
と
も
難
し
い
。

一
方
、

そ
の
よ
う
な
問
題
が
未
解
決
の
こ
と
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
釈
論
』

と
現
行
の

『
玄
文
本
論
』

に
は
相
共
通
す
る
記
述
、
内
容
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
も
同
時
に
報
告
さ

れ
て
い
る
。

本
考
察
で
は
前
に
提
出
さ
れ
て
い
る
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
新
た

な
問
題
を
提
起
し
よ
う
と
思
う
。

こ
の
こ
と
に
よ
り

『玄
文
本
論
』
を

は
じ
め

『
釈
論
』

の
思
想
的
背
景

の
解
明
や
成
立
事
情
に
も
別

の
展
開

を
示
し
う
る
乏
考
え
る
。
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二

『
玄
文
本
論
』

の
成
立
は
、
今
日
七
世
紀
後
半
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
『玄
文
本
論
』
が
経
録
中
に
お
さ
め
ら
れ
る
の
は
か
な
り

(2
)

遅
く
、

一
二
八
五
年
に
編
纂
さ
れ
た

『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』
に
お
い

(3
)

て
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
等

に
編
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
さ
て
、
日
本
に
請
来
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
前
に
紹
介

し
た
経
録
等
の
成
立
よ
り
も
早
い
時
期

に
伝
播
し
て

い
る

こ

と

を
、

(4
)
 

(
5
)

『
華
厳
宗
章
疏
井
因
明
録
』
や

『
東
域
伝
灯
目
録
』
な
ど
が
伝
え
て
い

る
。

三

『
玄
文
本
論
』
と

「
釈
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
前

に
、

『
玄
文
本
論
』

の
構
造
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く

こ
と
に
す

る
。
『
玄
文

本
論
』
は
大
別
す
る
と
序
分

・
正
宗
分

・
流
通
分
に
わ
け
ら
れ
る
。
序

分
は
帰
敬
序
に
あ
た
り
、
『
玄
文
本
論
』

の
総
論
と
も
い
う
べ
き

部

分

で
も
あ
る
。
正
宗
分
に
は
大
乗
の
理
に
到
達
す
る
金
剛
道
路
な
る
も
の

が
五
種
類
開
設
さ
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
五
十

一
位
の
修
行
の
階
位
を
要

す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
五
種
位
と
は
、
無
超
次
第
漸
転
位

・
無

余
究
寛
総
持
位

・
周
偏
圓
満
広
大
位

・
一
切
諸
法
倶
非
位

・
一
切
諸
法

倶
是
位

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
玄
文
本
論
』

の
内
容
が
そ

れ

に

と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
本
文
中
の

「
大
不
可
思
議
重

々
不
可

(
6
)

称
量
阿
説
本
王
決
択
分
』

の
説
相
が
示

し

て

い

る
。

つ
ま
り
こ
こ
に

は
金
剛
道
路
五
種
位

の
内
容
を
明
す
三
十
三
法

は
す
べ
て

因

分

と

さ

れ
、
そ
の
果
分
た
る
阿
説
本
王
が
説
か
れ
て

い

る
。
『
玄
文
本
論
』
を

選
述
す
る
に
あ
た

っ
て
最
も
主
張
し
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
は
思
わ
れ
る

内
容
が
こ
こ
に
存
在
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
第
三
番
目
の
流

通
分
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
門
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
信
を
発
す

こ
と
や
釈
迦
と
馬
鳴
菩
薩
の
本
願
繋
属
の
因
縁
等
に
つ
い
て
説
か
れ
て

い
る
。

四

続
い
て
、
『
玄
文
本
論
』
と

『
釈
論
』
と
に
関
す
る
検
討
を
行

な

い

た
い
。

ま
ず
引
用
経
典
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
玄
文

本
論
』
中
に
は

四

十

二
経
典
、
『
釈
論
』
に
は
二
百
数
十
種
も
の
引
用
文
献
が
み
ら

れ

る
。

『
玄
文
本
論
』
中

の
引
用
経
典
は
経
録
等
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
従

っ
て
そ
れ
ら
の
経
典
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
有
し
て
い
る
か

と
い
う
点

に
つ
い
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
た
だ
少
な
く
と
も
次

の
よ
う

な
こ
と
は
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
諸
経
典

は
造
論
者
の
思
想
を
構
築
し
、
尚
か
つ
論
証
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と

に
捏
造
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
『釈
論
』
に
お
い
て
も
同
様

の
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『釈
論
』
中
に
は
楊
伽
経

・
金
剛
三
昧
経

・
勝
鬘
経

・
不
増
不
減
経
や

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に

つ
い
て

(中

村
)
 

一

一
九
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『
大
宗
地
玄
文
本
諭
』

に

つ
い
て

(中

村
)
 

一
二
〇

華
厳
経

・
維
摩
経
等

の
現
存
す
る
数
種
類

の
経
典
が
重
要
な
思
想
的
基

調
を
な
す
も
の
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
大
部
分

の
経
論

は

『玄
文
本

論
』
と
同
様
に
経
録
中
に
は
見
当
ら
な
い
、
と
こ
ろ
が
こ
の
両
老
に
は

非
常
に
酷
似
せ
る
名
称

の
経
典
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
二
論

の
類
似
性

を
意
味
す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
諸
研
究
に
よ

っ
て
思
想
内
容

の
上
か
ら
も
共
通
す
る
こ
と
と
し

て
、
心
真
如
門

・
心
生
滅
門

・
果
分
た
る
性
徳
円
満
海

・
五
十

二
位

の

修
行

の
階
位
、
或

い
は
釈
迦
と
馬
鳴

の
本
願
繋
属
の
因
縁
等
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

い
ま
新
た
に
蕪
習
に
お
け
る
上
転

・
下
転

の
思
想
と
文
殊
師
利
と
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『釈
論
』
の
特
徴
的
な
思
想
と
し
て
蕪
習
論
に
お
け
る
上
転

・
下
転

(
7
)

の
二
門
の
思
想
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
染
法

・
浄
法
の
二
法
の
能
蕪
所
蕪

を
顕
わ
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
諸
の
染
法

の
蕪
習
力
が
強
げ
れ
ば
、

諸
の
浄
法
は
そ
の
力
に
お
さ
れ
て
本
源
に
背

い
て
下

々
に
転
じ
る
。
こ

れ
が
い
わ
ゆ
る
下
転
門
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
諸
の
浄
法

の
力
が
強
け
れ

ば
、
諸
染
法
に
は
力
無
く
し
て
原
に
向
か

っ
て
上
々
に
転
ず
る
。
こ
れ

を
上
転
門
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
概
念
は

『
玄
文
本
論
』
中
に
も
二
箇

(8
)

所
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
五
種

の
非
空
住
法
に
よ

っ
て
五
種

の
虚
仮
転

法
を
対
治
し
て
漸

々
に
転
じ
る
こ
と
を
上
上
転
去
門
と
し
、
前

の
十
種

中
の
如
く
其

の
所
応
に
随

つ
て
順
々
に
如
々
な
る
こ
と
を
下

々
転
去
門

と
扱

っ
て
い
る
。

ま
た

「
文
殊
師
利
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
『
釈
論
』
中
に
は

文

殊

師
利
を
対
告
衆
や
教
主
す
る
経
論
が
多
く
み
ら
れ
、
し
か
も
論
独
自
の

思
想
を
構
築
す
る
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
不
二
摩

詞
衛
法
、
十
種
心
識
説

・
三
十
三
法
門
建
立
等

の
典
拠
は
そ
の
顕
著
な

例
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
文
殊
師
利
を
冠
し
た
経
典

(勿
論
偽
経
で
あ
る
が
)

を
六
種
類
も
引
用
文
献
と
す
る
な
ど
、
大
乗
仏
教
の
中
で
代
表
的
な
文

殊
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
釈
論
』
の
思
想
的
構
築
を
計
ろ
う

と

す
る
姿
勢
が
随
所
に
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は

『
玄
文
本
論
』
に
も
通
じ
て

い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
玄
文
本
論
』
中
に
引

用
さ
れ
て
い

る

四
十

二
経
典
の
中
で
対
告
衆
等
を
明
確
に
し
て
い
る
経
典
は
少
な
く
、
十
種

を
数
え
る
程
度
で
あ
る
。
そ

の
中
で
意
識
的
に
依
用
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
が
文
殊
師
利
と
関
係
を
窺
わ
せ
る
経

典

で
あ

り
、
そ
の
部
分
は

『
玄
文
本
論
』

に
と

っ
て
重
要
な
箇
所
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に

『玄
文
本
論
』
と

『
釈
論
』

に
は
相
似
せ
る
思
想
や

内
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
論
は
五

五
〇
-

六
〇
年
頃
に
撰

述
さ
れ
て
以
来
、
中
国
仏
教
界
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る

『
起
信
論
』

と
関
係
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
或
い
は
具
体
的

に
用
い
る
と
い
う
形
式

を
と
り
な
が
ら
、
単
な
る
註
釈
書
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
新
た
な

る
思
想
を
建
立
す
る
こ
と
を
意
図
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
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考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
な
が
ら

『釈
論
』
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ

る

が
、
『
玄
文
本

(
9
)
 

(10
)

論
』
を
小
野
玄
妙
氏
や
木
村
泰
賢
氏
等
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
密
教
の

典
籍
と
み
な
す
こ
と
は
、
か
な
り
無
理
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。
両
論
に

密
教
的
色
彩
を
さ
が
す
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

森
田
龍
倦
氏
は

『玄
文
本
論
』
と

『
釈
論
』
に
つ
い
て
、
思
想
的
類

似
性
を
詳
細
に
考
証
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
ら
れ
な

が

ら
、
『
玄
文

本
論
』

は

『
釈
論
』
に
私
淑
せ
る
人
に
よ

っ
て

『
釈
論
』
成
立
後
に
撰

(
1
1
)

述
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

ま
た
望
月
信
亨
博
士
は
森
田
氏
と
は
少
し
相
異
す
る
立
場
を
と
ら
れ

る
。

つ
ま
り

『釈
論
』
と

『
玄
文
本
諭
』
と
は
、
表
と
裏
な
っ
て
馬
鳴

の
功
徳
を
称
讃
す
る
も
の
で
あ
り
、
『釈
論
』
は

『
玄
文

本

諭
』
が
馬

鳴
菩
薩

の
著
作
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
に
造
論
さ
れ
た
と
い
う

(12
)

理
解
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
田
氏
や
望
月
博
士
の

見
解
も

『釈
論
』
や

『
玄
文
本
論
』
に
対
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
疑
問

の
す
べ
て
に
解
決
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り

『
釈
論
』
中
に

引
用
さ
れ
て
い
る

『
玄
文
本
論
』
に
関
す
る
扱
い
を
両
論
に
互

っ
て
明

ら
か
に
と
ら
え
ら
れ
る
説
相
上
の
相
違
等
の
問
題
は
、
充
分
に
解
消
さ

れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

三
論

に
関
す
る
問
題
は
依
然
と
し
て
暗
礁
に
の
り
あ
げ
た
ま
ま
で
あ

る
が
、
現
次
点
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
う
る
の
こ
と
は
、
両
論

は
同

一
人
物
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し
て
も
同
質

の
思
想
を
も
ち
合
わ

せ
た
人
物
に
よ
る
撰
述
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
中
に
お
い
て
い
く
ら
か
の
制
限
を
も
た
せ
る
な
ら
ば
、
大

乗
仏
教

の
思
潮

の
中
で
も
如
来
蔵
や
華
厳

の
思
想
に
精
通
す
る
も
の
で

あ
り
、
若
干
特
殊
で
は
あ
る
が

「
文
殊
師
利
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
思
想
的
構
築
を
試
み
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘

で
き
よ
う
。

ま
た

『
玄
文
本
論
』
に
は
高
麗
本
と
明
本
と
が
み
ら
れ
る
が
、
前
者

(13
)

の
方
が
古
い
形
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
承
認
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
現
段
階
で
は
推
測
の
範
囲
を
出
る
も
の
で
は

な
い
が
、
『
釈
論
』
が
新
羅
僧
珍
聡
に
よ
っ
て
同
じ
く
新
羅
僧
月

忠

の

妄
造
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
早
く
か
ら
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

新
羅
仏
教
と
両
論
と
の
繋
が
り
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
ろ

う

と

考

え

る
。1

『釈
摩
詞
術
論
』
大
正
3
2
・
6
3
6
c
-
6
3
7
b
 

2

『
至
元
法
宝
勘
同
総
録
』

法
宝
総
目
録
巻
第
三
、
2
3
1
b
 
3

『大
明
三
蔵
聖
教
北
蔵
目
録
』
法
宝
総
目

録
巻
第

二
・
2
9
2
c
 4

『
華
厳
宗
章
疏
亦
因
明
録
』
大
正

55
・
1
1
3
2
c
-
1
1
3
3
a

5

『
東
域
伝
灯
目
録
』
大
正

32

・
1
1
5
8
c
 

6

『
大
宗
地

玄

文

本

論
』
大
正

32
・
6
9
0
a
 7

『
釈
摩
詞
衛
諭
』
大
正

32
・
6
1
0
a
 8

『
大
宗

地

玄

文

本

論
』
大
正

3
2
・
6
7
5
c
-
6
7
6
b
、
6
7
7
c
 

9

小
野
玄
妙

『
仏
教
年
代
考
』
1
4
3
-

145
 

10

木
村
泰
賢

・
平
等
通
昭

『
仏
伝
文
学

の
研
究
』

86
-
8
8
 
11

森

田

龍
倦

『
釈
摩
詞
衛
論
之
研
究
』
5
9
4
-
6
0
0
 

12
 
望
月
信
亨

『
仏
教
経
典
成
立

史
論

』
6
4
7
 1
3

望

月
信
亨

『
仏
教
経
典
成
立
史
論

』
6
4
5
-
6
4
6

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

随
体
仏
、

五
十

一
位
、

馬
鳴

(
高
野
山
大
学
講
師
)

『
大
宗
地
玄
文
本
論
』

に
つ
い
て

(中

村
)
 

一
二

一

-633-


